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秋山郷のメグスリノキ

尾崎富衛

県内各地で自然開発が進んでゆく中で、津南町はなお豊かな自然が町内各地に残されている。巨樹・巨木林も数多くあり、種

類も豊富である。これらの中には地元のごく一部にしか知られていないような種類、個体も現存するらしく、懐の深さをうかが

わせる。

今回地元の滝沢茂政氏の情報により砂也調査したメグスリノキは、既に調査済みの字穴藤にある町の天然記念物の個体と、前

倉の南山中にある個体に匹敵するほどの立派なものである。

秋山郷の中程、国道から別れて結束の集落の北端にある十二社のわきの盛運を上ってゆくと、段丘上に水田が開ける。道はそ

の間を縫うようにして更に奥の雑木林に入る。林内は急な斜面となっており、メグスリノキはその斜面の中程に下の清水川原の

集落を見下ろすように壁え立っている。現場は北東向きの急斜面で、主幹は同じ側へ約20度傾斜し、根元は釣り針状に曲がって

立ち上がる0また根元から約4皿で南北二大支幹に分岐し、相互に接して斜上する。枝は全体に東側に偏る。樹勢旺盛、枝折れ

や腐れこみが殆どない。今回の調査結果は次の通りである。
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11月8日現在全体の約70％が紅葉して残り、他の真は既に落葉していた0この年は枝に殆ど果実が著生しておらず、また付近

の地上にも見られなかった。土地の人の言によれば前年はかなり結実が見られたということから、この個体は雌株であることが
わかる。

メグスリノキはカエデ類の中でも特異な形憩をもち、秋の末には見事に紅葉し、山中でも非常に目につく。この種は日本固有

で、主に東日本の太平洋側に多く、日本海側と近畿以西には少ない0長野、群馬、福島など新潟県に隣接する県の山間部に多い

が、巨木の記軌まない。県内でも分布が極めて限られている中でこの津南町にこのような大木が現存することは驚くべきことで

ある0今後ともこれらの虫重な巨木を保護し、後世に伝えるよう願って止まない。
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護｛…騰蓬’ @撃1　聾謬露菱璽護一魏1、1　霊1
［写真1－a］結東山中メグスリノキ　新巨樹（’94。11。8）　　　［写真1－b］結東山中メグスリノキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新巨樹の枝葉（「94．IL　8）

［写真2］穴藤の町天然記念物の巨樹（「93，11．4）　　　　　　　〔写真3］結東前倉橋上の巨樹C93．10．19）




